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第
八
十
二
号
議
案 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
一
項
中
カ
を
削
り
、
ヨ
を
カ
と
し
、
タ
か
ら
ク
ま
で
を
ヨ
か
ら
オ

ま
で
と
し
、
同
表
第
二
項
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
か
ら
リ
ま
で
を
ニ
か
ら
チ
ま
で
と

し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
二
項
中
ル
を
削
り
、
ヲ
を
ル
と
し
、
ワ
か
ら
タ
ま
で
を
ヲ
か
ら
ヨ

ま
で
と
し
、
同
表
第
五
項
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
か
ら
サ
ま
で
を
ホ
か
ら
ア
ま
で
と

し
、
同
表
第
六
項
中
ヌ
を
削
り
、
ル
を
ヌ
と
し
、
ヲ
か
ら
ノ
ま
で
を
ル
か
ら
ヰ
ま
で
と
し
、
同

表
第
八
項
中
イ
を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
ハ
か
ら
カ
ま
で
を
ロ
か
ら
ワ
ま
で
と
し
、
ヨ
を
削
り
、

タ
を
カ
と
す
る
。 

              
 

 

       

 

リ 

デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ 

一
時
間 

五
四
〇
円 

 

「 
 

  

験 

ニ 

耐
候
性
試 

                 

  

験 

⑴ 

人
工
気
象
室
に
よ
る
試 

   

試
験 

⑸ 

溶
解
法
に
よ
る
混
用
率 

     

よ
る
試
験 

 

顕
微
鏡
に 

 

プ
ロ
ー
ブ 

⑷ 

走
査
型 

 

よ
る
試
験 

⑶ 

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に 

  
 

 
る
試
験 

⑵ 

レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
に
よ 

   

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

原
子
間
力
顕 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

ト
ン
ネ
ル
顕 

 

間 二
四
時 

 

類
以
内 

（
二
種 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

 

 
 

別
表
第
二
第
一
号
の
表
第
二
項
中 
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よ
る
試
験 

⑵ 

オ
ゾ
ン
劣
化
試
験
機
に 

  

     

   

間 二
四
時 

  

 

                          

を

増

す

ご

と

に 

（
二
四
時
間
ま
で 

八
、
七
一
〇
円 

加
え
る
。
） 

九
、
八
〇
〇
円
を 

を
増
す
ご
と
に
五 

（
二
四
時
間
ま
で 

六
三
、
七
〇
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
五
〇
円 

（
一
種
類
を
増
す 

一
、
二
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

九
、
三
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

一
二
、
六
〇
〇
円  

六
、
六
八
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
四
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

 

八
、
七
二
〇
円 

 

 
 

を 

    

験 

ニ 

耐
候
性
試 

              

   

試
験 

オ
ゾ
ン
劣
化
試
験
機
に
よ
る 

   

試
験 

⑷ 

溶
解
法
に
よ
る
混
用
率 

     

よ
る
試
験 

 

顕
微
鏡
に 

 

プ
ロ
ー
ブ 

⑶ 

走
査
型 

 

よ
る
試
験 

⑵ 
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に 

     

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

原
子
間
力
顕 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

ト
ン
ネ
ル
顕 

   

間 二
四
時 

 

類
以
内 

（
二
種 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

一
測
定 

一
試
料 

加
え
る 

四
、
六 

を
増
す 

（
二
四 

八
、 

を
加
え 

ご
と
に 

（
一
種 

一
、 

を
加
え 

ご
と
に 

（
一
測 

九
、 

を
加
え 

ご
と
に 

（
一
測 

一
二
、 

 

六
、 

 

 

「 
 

） 

） 
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第
二
条 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
五
項
中
ア
を
サ
と
し
、
チ
か
ら
テ
ま
で
を
リ
か
ら
ア
ま
で
と
し
、

ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
十

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

チ 

誘
電
特
性
評
価
シ
ス
テ
ム 

一
時
間 

五
七
〇
円 

 

  

加
え
る
。
） 

四
、
六
一
〇
円
を 

 

 

」 
。
） 

一
〇
円
を 

ご

と

に 

時
間
ま
で 

七
一
〇
円 

る
。
） 

六
五
〇
円 

類
を
増
す 

二
二
〇
円 

る
。
） 

六
二
〇
円 

定
を
増
す 

三
二
〇
円 

る
。
） 

六
二
〇
円 

定
を
増
す 

六
〇
〇
円 

 

六
八
〇
円 

 

 
 

に
改
め
る
。 

 

」 



- 8 - 

 
 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
提
出 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 
 

 
 

 
 

 

  

提 

案 

理 

由 

 

新
た
に
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
試
験
研
究
機
器
に
係
る
使
用
料
の
額
を
定
め
、
並
び
に
老

朽
化
し
た
試
験
研
究
機
器
に
係
る
使
用
料
及
び
当
該
機
器
を
用
い
た
依
頼
試
験
に
係
る
手
数
料
の

額
の
定
め
を
廃
止
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
八
十
三
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
（
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改 

 

正
す
る
。 

 
 

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
八
十
七
号
中
「
第
二
十
五
条
の
四
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
五
条 

 

の
四
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
百
十
五
号
を
第
百
十
六
号
と
し
、
第
九
十
八
号
か
ら
第 

 

百
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

              

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う 

 

 

に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
八
十
五
号

を
第
三
百
八
十
六
号
と
し
、
第
三
百
五
十
号
か
ら
第
三
百
八
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
三
百
四
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

   
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
埼
玉
県
手

数
料
条
例
別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
八
十
七
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

九
十
八 

不
動
産
特

定
共
同
事
業
法
第

四
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く

小
規
模
不
動
産
特

定
共
同
事
業
の
登

録
又
は
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ

く
小
規
模
不
動
産

特
定
共
同
事
業
の

登
録
の
更
新
の
申

請
に
対
す
る
審
査 

小
規
模
不

動
産
特
定

共
同
事
業

の
登
録
又

は
登
録
の

更
新
の
申

請
手
数
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
万
円 

 

三
百
五
十 

小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
登
録
又
は
登
録
の
更
新
の
申
請
手
数
料 
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平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の
登
録
又

は
登
録
の
更
新
の
申
請
手
数
料
の
額
を
定
め
、
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と

と
し
、
及
び
規
定
の
整
備
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
八
十
四
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
十
七
条
第
一
項
中
「
、
第
三
十
三
条
」
を
「
、
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
こ
の
項
」

の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」

の
下
に
「
報
告
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

知
事
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ
る
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
三
十
七
号
）
に
い
う
知
的
障
害
者
そ
の
他
の
公
営
住
宅
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
建

設
省
令
第
十
九
号
）
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
、
第
三

十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収

入
の
申
告
を
す
る
こ
と
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と

が
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
営
住
宅
の
入

居
権
利
者
の
県
営
住
宅
の
毎
月
の
家
賃
を
、
毎
年
度
、
令
第
二
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
閲
覧
の
請
求
そ
の
他
の
公
営
住
宅
法
施
行
規
則
第

九
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
把
握
し
た
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
の
収
入
（
第
三
十
三
条
第

二
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
知
事
が
把
握
し
た
入
居
権
利
者
の
収
入
」
と
い
う
。
）

及
び
当
該
県
営
住
宅
の
立
地
条
件
、
規
模
、
建
設
時
か
ら
の
経
過
年
数
そ
の
他
の
事
項
に
応
じ
、

か
つ
、
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
以
下
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
令
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
収
入
超
過
者
」
を
「
収
入
超
過
者
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。 

２ 

知
事
は
、
引
き
続
き
三
年
以
上
県
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
に
つ

い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
入
の
申
告
を
す
る
こ
と
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、

知
事
が
把
握
し
た
入
居
権
利
者
の
収
入
の
額
が
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
金
額
を
超

え
、
当
該
県
営
住
宅
に
引
き
続
き
入
居
し
て
い
る
と
き
は
、
第
十
七
条
第
三
項
及
び
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
の
県
営
住
宅
の
毎
月
の
家
賃
を
、
毎
年
度
、
令

第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
が
把
握
し

た
入
居
権
利
者
の
収
入
を
勘
案
し
、
か
つ
、
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
以
下
で
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
高
額
所
得
者
」
を
「
高
額
所
得
者
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三

十
三
条
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 
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２ 

引
き
続
き
五
年
以
上
県
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
県
営
住
宅
の
入
居
権
利
者
に
つ
い
て
、
第

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
入
の
申
告
を
す
る
こ
と
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
知
事
が
把

握
し
た
入
居
権
利
者
の
収
入
の
額
が
最
近
二
年
間
引
き
続
き
令
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金

額
を
超
え
、
当
該
県
営
住
宅
に
引
き
続
き
入
居
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
県
営
住
宅
の
毎
月
の

家
賃
は
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
近
傍

同
種
の
住
宅
の
家
賃
と
す
る
。 

 

第
三
十
八
条
中
「
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
二
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
「
第
十
一
条
」

を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
第

十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
五
条
の
二
」
と
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
営
住
宅
の
入
居
者
に
つ
い
て
、
認
知
症
で
あ
る
者
等
で

あ
り
収
入
の
申
告
等
が
困
難
な
場
合
、
収
入
の
申
告
等
に
よ
ら
ず
家
賃
を
定
め
る
等
し
た
い
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
八
十
五
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
禁
止
） 

第
十
条 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
特
定
の
者
に
対
し
、
不
安
又
は
迷
惑
を
覚
え
さ

せ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
つ
き
ま
と
い
等

を
除
く
。
）
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
五
号
（
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る

場
合
に
限
る
。
）
を
反
復
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

つ
き
ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
し
、
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他

そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
（
以
下
「
住
居
等
」
と
い
う
。
）
の
付
近
に
お
い
て
見
張
り
を
し
、

住
居
等
に
押
し
掛
け
、
又
は
住
居
等
の
付
近
を
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
こ
と
。 

 

二 

そ
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状

態
に
置
く
こ
と
。 

 

三 

面
会
、
交
際
そ
の
他
の
義
務
の
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
。 

 

四 

著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
。 

 
 

五 

電
話
を
か
け
て
何
も
告
げ
ず
、
又
は
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
し
て
、
電
話
を

か
け
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
し
、
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
す
る

こ
と
。 

 

六 

汚
物
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
著
し
く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
物
を
送

付
し
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。 

 

七 

そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。 

 

八 

そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
そ
の

性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図
画
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電

子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
又
は
そ

の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
送
信
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る

状
態
に
置
く
こ
と
。 

２ 

前
項
第
五
号
の
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行
為

（
電
話
を
か
け
る
こ
と
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
を
い
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う
。 

 

一 

電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一

号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
送
信
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
の
個
人
が
そ
の
入
力
す
る
情
報
を
電
気
通
信
を
利
用

し
て
第
三
者
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
付
随
し
て
、
そ
の
第
三
者
が
当
該
個
人
に
対
し
情
報
を

伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
が
提
供
さ
れ
る
も
の
の
当
該
機
能
を
利
用
す
る
行
為
を
す
る

こ
と
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の

前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

常
習
と
し
て
第
一
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。 

 

第
十
二
条
第
一
項
中
第
三
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次

の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

上 
 

田 
 

清 
 

司 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

県
民
生
活
に
不
安
や
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
つ
き
ま
と
い
行
為
等
に
係
る
規
制
対
象
の
拡

大
及
び
各
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
強
化
を
す
る
と
と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
し
た
い
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

   


